
安
倍
晋
三
首
相
と
そ
の
お
連
れ
合

い
に
関
す
る
「
森
友
疑
惑
」
は
依
然
と

払
拭
で
き
ま
せ
ん
。
森
友
学
園
の
土

地
購
入
に
伴
う
「
値
引
き
」
し
た
土
地

は
国
有
地
で
あ
り
国
民
の
も
の
で
す
。

昭
恵
夫
人
に
同
伴
す
る
人
は
公
費
で

賄
う
公
務
員
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
昭

恵
夫
人
の
行
動
は
公
務
で
す
。
（
私
的

な
ら
私
設
秘
書
を
雇
え
！
）
。
ま
た
文

科
省
の
「
天
下
り
」
問
題
が
発
覚
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
氷
山
の
一
角
で
あ
り

官
僚
天
国
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
東
電
の
福
島
第
一
原
発
事
故

に
伴
う
多
額
の
国
費
投
入
も
続
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
根
底
に
〝

自
民
一
強
″
の
も
と
で
の
政
治
家
、

官
僚
、
財
界
の
血
税
感
覚
の
マ
ヒ
、
お

ご
り
と
公
私
混
同
が
あ
り
ま
す
。

安
倍
内
閣
の
財
政
構
造
は
借
金
と

返
済
を
重
ね
る
自
転
車
操
業
状
態
で

す
。
一
般
の
家
計
な
ら
金
融
機
関
か

ら
の
融
資
や
借
金
は
断
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
「
国
家
信
用
」
の
担
保
で
借

り
続
け
、
今
や
借
金
額
は
約
１
０
６
２

兆
円
と
な
り
、
そ
の
返
済
の
あ
て
が
な

い
異
常
な
状
態
で
す
。
ま
た
、
安
倍
政

権
の
今
後
の
制
度
設
計
で
は
２
年
後

に
10
％
の
消
費
税
引
上
げ
が
前
提
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

庶
民
に
は
増
税
と
公
費
負
担
の
削

減
、
一
方
で
財
界
・
金
持
ち
に
は
手
厚

い
保
護
。
２
０
１
６
年
の
上
場
企
業
の

株
主
配
当
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
２
０

０
８
年
）
以
降
は
７
年
連
続
高
配
当
、

昨
年
は
２
倍
の
配
当
金
額
で
11
兆
８

０
０
０
億
円
で
す
。
そ
の
う
ち
機
関
投

資
家
は
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
他
方

で
労
働
分
配
率
は
低
下
す
る
一
方
。

ま
た
、
企
業
の
内
部
留
保
は
３
６
６
兆

円
（
２
０
１
６
年
３
月
時
点
）
で
溜
め
に

溜
め
込
ん
で
い
ま
す
。

「
財
源
が
な
い
」
は
ウ
ソ
で
す
。
政
策

を
変
え
れ
ば
い
い
の
で
す
。
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軍
事
費
は
５
年
連
続
増

社
会
保
障
費
は
抑
制

２
０
１
７
年
度
予
算
が
３
月
27
日
に

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
予

算
額
は
97
兆
４
７
０
０
億
円
、
過
去

最
大
の
予
算
で
す
。
。

予
算
の
特
徴
は
、
軍
事
費
（
防
衛

費
）
が
５
年
連
続
増
加
し
、
社
会
保

障
関
連
費
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
他
方
で
は
大
企
業
優
遇

策
は
継
続
し
研
究
開
発
費
減
税
、

不
急
な
公
共
投
資
の
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
建
設
の
援
助
な
ど
を
計
上
。

庶
民
の
汗
と
涙
の
血
税
を
一
部

の
官
僚
や
財
界
の
思
惑
で
使
わ
れ

る
の
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
〝
自
民
一

強
″
政
治
を
転
換
し
ま
し
ょ
う
。

血
税
感
覚
が
マ
ヒ
し
た

安
倍
政
権
と
官
僚
た
ち

自
転
車
操
業
国
家
予
算

借
金
の
ツ
ケ
は
先
送
り

今
だ
財
界
・金
持
ち
優
遇

株
の
高
配
当
と
内
部
留
保



金
正
男
事
件
に
よ
る
対
朝
鮮
非
難
が
高

ま
る
中
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
先
制
攻
撃
」

も
排
除
し
な
い
姿
勢
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
３
月
か
ら
は
大
規
模
な
米
韓
合
同
軍
事

演
習
が
両
国
で
31
万
人
以
上
を
動
員
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
演
習
は
平
壌
や
指

導
部
の
殲
滅
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対
す
る
反
応
が

３
月
６
日
の
４
発
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
で
あ
り
、

朝
鮮
は
米
韓
合
同
軍
事
演
習
を
け
ん
制
し

ま
し
た
。
ま
さ
に
一
触
即
発
の
軍
事
衝
突
が

起
き
る
可
能
性
を
内
包
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
朝
鮮
半
島
の
危
機
的
状
況
に

つ
い
て
、
中
国
は
３
月
８
日
に
米
朝
間
を
正

面
衝
突
寸
前
の
２
本
の
列
車
に
例
え
ま
し
た
。

「
赤
信
号
を
灯
し
て
、
同
時
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
こ
と
が
急
務
だ
」
と
し
、
関
係
国
に

自
制
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
も
米
国
も
制
裁
と
圧
力
に

加
え
軍
事
力
で
の
事
態
打
開
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
日
本
政
府
は
再
度
、
朝
鮮
に
対
し
て

制
裁
強
化
を
表
明
。
朝
鮮
は
対
決
姿
勢
を

崩
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
「
制
裁
」

は
効
果
は
な
い
の
で
、
自
民
党
内
で
は
敵
基

地
先
制
攻
撃
論
が
公
然
化
し
て
い
ま
す
。

朝
鮮
半
島
だ
け
で
は
な
く
、
軍
事
的
緊
張

関
係
の
高
ま
り
は
世
界
的
に
起
き
て
い
ま
す
。

米
国
と
韓
国
は
昨
年
７
月
、
米
最
新
鋭
ミ
サ

イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
「
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
」
の
韓
国
配

備
を
決
定
、
中
国
は
猛
烈
に
反
対
し
、
数
々

の
対
抗
処
置
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ロ
シ
ア
と
国
境
を
接
す
る

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
28
カ
国
加
盟
の
北
大
西
洋
条
約

機
構
）
加
盟
の
バ
ル
ト
３
国
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

軍
備
増
強
や
大
規
模
な
軍
事
演
習
。
加
え

て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
」
の
配
備
の
検
討

に
対
し
、
ロ
シ
ア
も
軍
事
的
対
抗
処
置
を
と

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
「
米
ソ
冷
戦
」
が
終
わ
り
世
界
は

平
和
に
向
か
う
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
や

世
界
は
新
た
な
軍
拡
競
争
に
突
入
し
て
い
ま

す
。
い
つ
一
触
即
発
の
事
態
が
起
き
、
そ
れ

が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
か
誰
に
も
否
定
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
仲
裁
役
は
国
連
で
す
が
、
そ

の
機
能
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

中
、
平
和
憲
法
を
も
つ
日
本
が
世
界
的
な
平

和
へ
の
対
話
の
促
進
を
進
め
る
べ
き
で
す
。
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
か
ら
70
年
間
、
武
力
行

使
を
せ
ず
、
憲
法
前
文
と
９
条
を
持
つ
日
本

の
役
割
は
大
き
い
の
で
す
。

朝
鮮
問
題
で
は
、
未
だ
米
国
と
韓
国
が
38

度
線
を
挟
み
朝
鮮
と
対
峙
す
る
休
戦
状
態

で
す
。
そ
ん
な
事
態
を
早
急
に
打
開
し
、
戦

争
の
危
機
回
避
の
た
め
に
も
、
米
国
は
米
韓

合
同
軍
事
演
習
を
中
止
し
、
朝
鮮
と
の
対

話
の
窓
口
を
開
く
こ
と
、
朝
鮮
は
核
・
ミ
サ

イ
ル
開
発
を
凍
結
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を

促
す
た
め
、
日
本
が
仲
介
の
労
を
と
る
こ
と

こ
そ
真
の
「
積
極
的
平
和
主
義
」
で
す
。

世
界
の
民
衆
は
飢
餓
と
戦
争
が
な
い
世
界

を
求
め
て
い
ま
す
。
核
に
よ
る
威
嚇
や
武
力

行
使
で
は
平
和
は
創
れ
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
日
本
が
平
和
憲
法
と
国
際
的
信

頼
を
基
礎
に
、
日
本
か
ら
世

界
平
和
を
築
き
ま
し
ょ
う
。
。
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米国は対話を 朝鮮は核・ミサイル凍結を！

偶
発
的
な
武
力
衝
突
や
先
制
攻
撃
の
回
避
へ

朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
情
勢
は
軍
事
的
緊
張
関
係
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
を
打
開
す
る
こ

と
は
急
務
で
す
。
平
和
国
家
日
本
こ
そ
軍
事
力
で
は
な
く
対
話
を
、
米
国
と
北
朝
鮮
（
以

下
朝
鮮
と
略
す
）両
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
事
態
打
開
の
カ
ギ
で
す
。

米
朝
は
正
面
衝
突
寸
前
の
２
本
の
列
車

日
本
こ
そ
平
和
へ
の
対
話
の
促
進
へ

核
や
武
力
で
平
和
は
創
れ
な
い

世
界
は
新
た
な
軍
拡
競
争
に
突
入
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